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1. はじめに 
 短繊維補強コンクリート（以下，FRCC）は，古くから研究が実施されており，コンクリート中に短繊維を

均一に分散させることで，構造物におけるひび割れ幅の抑制などの効果が期待される。一方で，流動性の高い

FRCC は打込み方法により，短繊維の配向が依存してしまうことが知られている 1)。FRCC のひび割れ面にお

ける短繊維の架橋効果を考慮した部材設計を行なう上で，短繊維の配向性を把握していく必要がある。例えば，

面部材を対象として，流動性の高い FRCC を部材中央から打込むと短繊維が同心円状に配向することなどが

挙げられる 2)。 

 流動性が高い FRCC であれば，打込み方法に対して短繊維の配向性が敏感に影響してしまう一方で，打込み

時に振動締固めや人力による材料移動などを必要とする流動性の低い FRCC を用いた場合の施工方法と短繊

維の配向性に関する知見はほとんどないのが現状である。そこで，本検討では流動性の低い FRCC を対象とし

て，施工方法と短繊維の配向性に関する検討を行なうことを目的とした。 

2. 実験概要 
本検討では，流動性が低い FRCC を対象として，施

工方法と短繊維の配向性を検討するため，床版の上面

補修に用いる UHPFRC3)を用いた。本検討で使用した

UHPFRC は，φ0.2-15mm の鋼繊維混入率を 2.0vol.%と

している。図－1 に本検討で使用した試験体と打設方

法を示す。本検討では試験体数を 2 体とした。

UHPFRC の打込み直前の 15 打フローは，165×160mm

であった。 

本検討では，短繊維の配向性を検討するため，試験

体打設後，40×40×160mmの供試体を切り出して，X 線

CT スキャンによる鋼繊維の可視化を行なった後に，

切り出し供試体の曲げ試験を行なった。なお，本報で

は，切り出し供試体の曲げ試験結果を報告する。切り

出し供試体の曲げ試験は，支点間 120mm，等曲げ距

離 40mm の 4 点曲げ試験とし，打設面を載荷上面と

した。なお，曲げ試験前に載荷点付近を軽く研磨し，

載荷点と供試体の間には，厚さ 2mm のゴム板を挟む

ことで不陸を除去した。 

3. 実験結果 
3.1 強度試験結果 

本検討で使用した UHPFRC の試験時の圧縮強度は 178N/mm2，ひび割れ発生強度は 5.05N/mm2，切欠きはり

の 3 点曲げ試験における曲げ強度は 28.8N/mm2であった。引張軟化曲線を図－2 に示す。 
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図－1 試験体と打設方法 

 
図－2 引張軟化曲線 
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3.2 曲げ強度分布（切り出し供試体の曲げ試験） 
 図－3に試験体から切り出した供試体の曲げ強度分

布を示す。なお，切り出し供試体によっては破壊位置

が等曲げ距離外となったものもあるが，図中には，曲

げ強度を示している。 

 No.1，No.2 試験体の切り出し供試体の 1-1～1-6 と

2-1～2-3 を比較すると，傾向が異なる。これは，切り

出し供試体の寸法が小さいため，局部的な繊維の配向

の影響を受けてバラツキを含みやすくなることも要

因の一つとして考えられるが，本材料の場合，打込み

に伴う繊維の配向性に規則性が生じにくいと考えら

れる。 

 No.1，No.2 試験体の 3-1～3-3 と 4-1～4-5 は，部材

中央に近い位置の曲げ強度が高く，部材中央から離れ

るにつれて，曲げ強度は若干低下している。流動性の

高い FRCC を打設した場合を想定すると，部材中央か

ら同心円状に繊維が配向するため，本検討における切

り出し供試体であれば，3-1～3-3，4-1～4-5，1-2～1-5

（もしくは 2-1～2-3）の順に曲げ強度は高くなること

が考えられる。しかし，本検討においては，部材中央

から繊維が同心円状に配向するような明確な傾向は

確認されなかった。このことから，流動性の低い

UHPFRC は流動性の高い FRCC よりも繊維の配向が

規則性を持ちにくいものと推察される。 

4. まとめ 
本検討では，流動性の低い UHPFRC の施工方法と

短繊維の配向性に関する検討を部材から切り出した

供試体の曲げ試験により行なった。本検討で得られた

結論を以下に示す。 

・本検討の範囲では，部材から切り出した供試体の曲

げ強度がバラツキを含んでいるものの，平均的にはテ

ストピースから得られる曲げ強度と同程度であった。 

・流動性の低い UHPFRC は流動性の高い FRCC より

も繊維の配向性が施工方法に依存されにくく，繊維の

配向が規則性を持ちにくい。 
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a) No.1 試験体 

 

b)  No.2 試験体 
図－3 切り出し位置と曲げ強度分布 
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